
⼯場経営の変⾰を
実現するには



代表挨拶

理念:ものづくりの世界をより豊かに
EMPOWERING MANUFACTURING INDUSTRIES 

ものづくりの世界をより豊かにするために、⽣産性向上、品質改善など、数
多の企業様が抱える課題を解決するサービスを展開し、製造業を⽀える。それ
が、株式会社ジャパン・エンダストリアルの使命です。

ものが作られる⼯程とは⾮常に美しいものです。例えば、⼿元の完成した商
品ひとつとっても、そこにある⼩さなネジは、多くの⼈の⼿によって磨き上げ
られ完成し、それがまた、別の⼈の⼿に渡り、新たな部品となる。その部品
も、厳しい品質チェックをクリアして完成し、別のものへ姿を変える。そんな
ものづくりの⼯程にも、それらを通じて完成した商品⾃体にも、私はいつも圧
倒され、魅了されます。

技術畑出⾝ではない私が、こんなにも、ものづくりに魅了されるのは、学⽣
時代の経験に原点があるのかもしれません。野球でひたすら素振りを繰り返し
ていたら、協⼒してくれる仲間が出来、優勝することができた。知らないこと
でも、コツコツと学んでいけば、段々とできることが増えていき、⼤きなこと
を実現できるようになった。⼩さなものから丁寧に積み上げてなにかを⽣み出
すという経験を、ものが作られる⼯程に重ねているのでしょう。

前職でも、私は多くの製造業の企業様を⽀援させていただきました。しか
し、もっと直接的に、ものづくりの⼯程をサポートしたいと思うようになり、
2019年 に独⽴、起業をしました。

今年で創業3期⽬。駆け出したばかりの企業らしく、パートナー企業ととも
にコツコツと実績を積み重ねながら、お客様以上にお客様を想うことを⼤切に
しています。多くのお客様のものづくりの⽀援をさせていただけていることに
感謝を申し上げるとともに、今後とも、ものづくりの世界をより良くするため
邁進して参りしたいと思います。

株式会社ジャパン・エンダストリアル
代表取締役社⻑杉⼭純⼀
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⽇本は技術⼤国、ものづくりが得意な国として世界から評価を得て、製造
業が⽇本の経済成⻑を⽀えていた歴史があります。

もっとも、ITなどの技術⾰新により、ビジネススピードが加速し、多様な
ニーズが⽣まれることで、環境変化や時代のニーズをキャッチアップでき
ない企業が増えてきました。

設備の⽼朽化や技術の陳腐化をはじめ、組織⽂化の硬直化など、時間を重
ねることによって⽣じる負の側⾯が⽬⽴ち始めているのも事実です。

こうした事態に危機感を持つ経営者や若⼿リーダーも少なくありません。
スピードが求められる時代にあって、すぐに⾏動に移し、変⾰できる企業
は今後も⽣き残りに期待が持てます。

⼀⽅、必要性を感じていても、変⾰に⾄らず、頓挫してしまうケースも多
いです。この記事では、変⾰の必要性を感じている経営者やリーダーに対
し、過去慣性に負けずに経営を変⾰するヒントをご提供します。

変⾰の第⼀歩は、課題感を持つことです。

時代や環境が変化しているから、変わるべき時期だからなど漠然とした問
題意識では、組織は動きません。

⼀⼈ひとりの従業員が危機感を抱き、変わらなくてはと思うような、課題
を明確にすることが必要です。

今の企業にどんな課題があるのか、将来的にも持続的な成⻑を遂げていく
ために障害となっているものは何か、どんな変⾰が必要なのか、じっくり
と⾃社の課題を洗い出して分析をしましょう。
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組織の変⾰は課題感から



単に課題を共有するだけでは、危機感は⼗分に伝わりません。組織を変⾰
に向けて動かすには、上から命令して動かすのではなく、従業員⼀⼈ひと
りが変わらなくてはまずいと感じて、⼀⼈ひとりが使命感を持って動き出
すことが⼤切です。

そのきっかけを与えるために、課題感を⾃らの⾔葉でアナウンスして共有
し、組織の価値観を揺るがすことが⼤切です。具体的には、社内の会議体
や社内SNSを活⽤する⽅法などがあげられます。

社内アナウンスだけでなく、SNSやメディアなどを駆使して、社外に対し
て新たな価値観や課題感を表明するのも⼀つの⽅法になります。

社会的な反響を得たことで、従業員の意識が⾼まることも多い時代だから
です。
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課題感で組織の価値観を揺るがそう
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時間軸と空間軸を活⽤しよう

現在の価値観を揺るがす⽅法の⼀つに、時間軸と空間軸を活⽤することが
挙げられます。

時間軸では、過去・現在・未来の視点を持つことが⼤切です。

会社が創業されてから現在までの歴史やなぜ、今のような状況にあるの
か、過去から現在のことを分析することや将来に向けて成⻑するためには
今何をすべきかと将来から現在の課題把握などができるようになります。

⼀⽅、空間軸では、起きている問題の本質はなんなのかを考えることや⾃
分に今求められていることは何かなど⾃分の役割を考える視点が必要で
す。

部署での役割、⾃社関連部⾨への影響、他システムとの連携、⾃社と取引
先との関係などが空間的な視点です。

⽬の前で起きている事象だけでなく、影響のある時間と空間の全体像を把
握できるようになれば、課題感が根本から揺らぎます。

たとえば、コストのかかり過ぎが課題の場合、製品の各⼯程の空間分析と
時間を費やす⼯程の細かな時間分析を⾏うことで、製品と製造⼯程全体で
の⼤幅なコスト削減につなげることができます。

近年よく実践されている、新商品の開発
にあたり、ユーザーが製品を使うプロセ
スを⾏動分析することで、消費者の潜在
ニーズを探る⽅法も、時間軸と空間軸の
両⽅の視点で考えることの⼀例です。
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変⾰のためのプロジェクトチーム形成

組織変⾰を図るには、従業員⼀⼈ひとりの意識変⾰と⾏動変⾰が不可⽋で
す。

古参の従業員が伝統や悪習に固執したり、若⼿社員が⾯倒くさがったりし
ていては、組織の固定化された価値観を揺るがすことはできません。

全員が同じ⽅向を向いて変⾰に取り組むためにも、経営者やリーダーだけ
が張り切るトップダウン⽅式ではなく、下からのボトムアップ⽅式で組織
⼀丸となって取り組むことが必要です。

そのためには、変⾰のためのプロジェクトチームを形成し、各メンバーの
役割分担を明確にして、課題意識と達成すべき⽬標を意識しながら、時間
軸と空間軸をしっかり念頭において、プロジェクトを推進、達成していか
なくてはなりません。
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ビジョンの提⽰

起ち上げられたプロジェクトチームが、変⾰を成し遂げるためには達成す
べき⽬標や到達すべきビジョンが⽋かせません。

どのような企業、組織を⽬指したいのか、新たに⽬指す姿（ビジョン）
を、経営者やリーダーが、わかりやすい⾔葉で提⽰してください。

命令形式のトップダウンではなく、こんな姿を⽬指しているとビジョンを
⽰し、それを達成するにはどうすれば良いのかを、プロジェクトチームメ
ンバーが⾃ら考え、チームとして達成していくことが望まれます。

ビジョンの策定⽅法に関して、以下の記事でご紹介しています。
当社のオウンドメディア「⼯場経営ニュース」に掲載があります。

ビジョンを創り出すヒント
https://www.emdustrial.net/tips-for-creating-a-vision/
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成果のアナウンス

プロジェクトチームは⽬標達成のために、期間を設定し、途中⽬標を掲げ
て、課題をクリアしながら、ビジョンの達成を⽬指します。

ですが、変⾰は⼀筋縄にはいきません。

どんなことでも、うまくいかないことやトラブルが発⽣することや新たな
課題が持ち上がることもあります。

しかも、組織変⾰と並⾏して、通常業務もこなしていく必要があるため、
途中で頓挫する可能性も少なくありません。

途中で挫折せず、壁に直⾯しても乗り越えながら、⽬標を達成していける
ように従業員の短期的成果を拾い集め、社内に周知することも⼤切です。

成果が出たとわかれば、ほかの従業員のモチベーションアップにもつなが
りますし、成果を⼿本にすることやさらに⾒直しながら、より⾼い成果や
効率の良い⽅法を⾒出していくことができるからです。
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成功事例の継続的な共有

短期的な成果の積み重ねから、途中⽬標の達成や課題の解決に達成できた
際は、成功事例を社内で共有しましょう。

⼀時的ではなく、継続的に共有を図っていき、それを新たな組織⽂化とし
て形成していくことが⼤切です。

過去や現在への固執ではなく、将来につながる成功事例の積み重ねになり
ます。

成功事例を共有するということは、同時に失敗を回避することにつながり
ます。その成功事例を活⽤しながら、より優れた成功事例を量産させてい
くことにもつながるのです。

成功事例が増えれば、各従業員も⾃信が付き、変⾰に向けたモチベーショ
ンの維持や向上にもつながります。

新たな成功事例の蓄積が、過去にとらわれることや悪しき慣習に⽴ち戻る
ことなく、新たな伝統の構築につながり、変⾰された新しく強い組織づく
りにつながるのです。
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まとめ

変⾰を促すためには、組織の各⼈が⼀⼈ひとり課題感を認識することが⼤
切です。

課題感を認識することから、ビジョンの提⽰、役割設計を⾏い、成功事例
の周知と共有を図っていくことで、過去の伝統などに負けずに変⾰を進め
ていくことができるようになります。

課題感を揺るがすには時間軸と空間軸の活⽤を基本にし、従業員⼀⼈ひと
りが⾃らの課題として変⾰に取り組む意識が持てるよう、トップダウンで
はなく、プロジェクトチームの形成によるボトムアップ⽅式で、ビジョン
の達成を⽬指しましょう。

そのプロセスの過程で、短期的成果の周知と成功事例の共有が求められま
す。企業の⽣き残りを図るために、過去の慣習にとらわれず、将来へとつ
ながる組織変⾰を成し遂げましょう。



会社概要

会社名 株式会社ジャパン・エンダストリアル

代表取締役 杉⼭ 純⼀

設⽴ 2019年7⽉23⽇

営業所 〒108-0075
東京都港区港南１丁⽬９−３６アレア品川１３階

TEL：050-3503-8396

FAX：050-3510-9282

事業内容 ・製造業向けコンサルティング事業
・⼯場経営情報を扱うメディアの運営
・製造業向けITサービスの開発・運⽤

主要株主 杉⼭純⼀・REAPRA Ventures Pte. Ltd

顧問弁護⼠ ⾓元洋利（桃尾・松尾・難波法律事務所）

取引銀⾏ 群⾺銀⾏・みずほ銀⾏・三井住友銀⾏
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TEL  : 050-3503-8396
e-mail : info@emdustrial.com

h"ps://www.emdustrial.co.jp

株式会社ジャパン・エンダストリアル公式HP

相談受付中
公式LINEアカウント
左のQRを読み込むと、LINEで友達追加
できます。担当の者が応対いたします。
LINEをご利⽤でない⽅は、下記の電話番
号およびメールアドレスからもご相談い
ただけます。

https://www.emdustrial.co.jp/

